
MIPAR の GUI ご案内 

 
MIPARを起動して頂くと、画面上下にタスクバーのような操作画面が開きます。 
 
上部は最大 5つに分かれていまして、左から、 
 
 
Image Processor：画像の入出力、検出レシピの作成、測定、教師画像の作成を行います 
Batch Process：作成したレシピによる複数画像の一括処理（バッチ処理）を行います 
Real-Time Processor：測定機などから画像が出力された時点で解析処理します 
★AI Session Processor：教師画像による Deep Learning 学習を行いモデルを作成します 
★３D Toolbox：FIB 画像、CT画像等のスライス画像から立体図を作成します 
（上記の★は追加ご購入が必要なオプションです） 
 
下部は各処理の進行状況を表す Status画面です。 
 
 
 
 
 
＜Image Processor をご利用頂く際のメニュー＞ 
 
次のWeb ページに画像付きの日本語で概略をご案内しております。 
こちらのページと同じ情報を下記いたします。 
https://www.lightstone.co.jp/mipar/learning.html#35 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.lightstone.co.jp/mipar/learning.html#35


Image Processor全体図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メニューは英語ですが、シンプルなプルダウンメニューと、よく使うボタンを大きく並べる
など、使いやすさに配慮した構成になっております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜基本初期設定＞ 
File メニューの中に Preference（初期設定）の 
項目があります。 
普段はあまり意識して使いませんが、 

cm、μm、nm 等の単位設定 
 テンプレートやスタートガイドの非表示化 
 GPU の有効/無効化 
などが行えます。 



測定値のキャリブレーション 
 
実寸で測定出来るように画面中央の Scale欄から 
スケールバーのある画像から 1 ピクセルあたりの 
寸法を登録し、ピクセル数ではなく、実寸で 
出力できるようにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面右側にレシピ欄があります。 
選択した検出メニューが順番に積み重なって 
専用の検出アルゴリズムを構成出来る仕組みに 
なっています。 
 
レシピの修正や複製は自由に行うことが出来、 
キャリブレーションした情報、測定の項目なども 
全てレシピに残して保存できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画像の入力やレシピの適用などは、それぞれ「Open Image」「Load Recipe」等の 
ボタンが用意されていますが、他のフォルダからMIPARの画面にドラッグ＆ドロップにて
適用をしていただくことをお勧めしています。 
 



＜検出メニューのご案内＞ 
左側からメニューを順番に選択して頂く形式になっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画像の下地を作成する Edit メニューです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カラー画像の場合には、Colorメニューをご利用頂けます。 
色分けによる分割、蛍光画像の RGB 抽出、など様々な調整が行えます。 
 
 
 
 
 
 
 



Pre-Processingメニューには、ノイズ処理などを行って、検出しやすくするフィルタなどを
各種用意しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



事前処理によって準備が整いましたら、特徴部を抽出できるように 2 値化などの分割処理
を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2 値化などを行って抽出した後、様々な調整を行って検出箇所を整えていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに、Clean-Up メニューで、不要な部分があれば取り除いていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



レシピ内の全ての状態で、処理状況、検出状況を一時記憶出来ます。 
または、別の画像を参照用に読み込んであわせて利用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レシピ内で各々行った検出に対して演算が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜解析（測定）メニューのご案内＞ 
 
 
 
 
 
画像全体の検出状況に対しては、次の Measurement または「Measure Image」ボタンを 
ご利用いただけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



粒子や組織、細胞などの独立した検出部に対して、「Measure Feature」ボタンから 
様々な測定が行えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ピクセル毎にサンプリングサイズ（Window Size）を決めて、統計処理的に検出箇所の状況
を測定することが出来ます。 
ファイバーなどの傾き、太さ、配向性、曲率半径等の測定に利用されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3D Toolboxオプションを追加頂いた場合には、立体化した形状に対する体積計算、表面積
計算などが行えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上、ご不明な点は MIPAR の日本正規販売店 株式会社ライトストーンまで 
ご遠慮なくお問い合わせください。 
 

お問い合わせページ：https://www.lightstone.co.jp/mailform/ 


